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保育者養成において実習は､教科全体の知識 ･技能を基礎とし､これらを総合的に実践する応用力
を養うために､体験を通して理論と実践の関係について学ぶための主要な教科である｡
平成13年児童福祉法の一部改正に伴う保育士養成規定の改定により､実習の単位が5単位から7単
位に増え､｢保育実習｣と｢保育実習Ⅱ｣もしくは｢保育実習Ⅲ｣が選択必修となった｡2年間という限
られた期間にこれらの実習を適正で効果的なものとして計画し､具体的な学習成果として実現させて
いくことは､養成校にとって重要な研究課題である｡
学内における実習指導でねらいとするところは､学生の日常の意識を保育者の視点に方向付けして
いくことにある｡実習において学生が保育の実際を体験することで自分の姿勢に気づき､次の実習機
会に向け学びを深化させていくプロセスを日常化させていくことを課題とさせたい｡
保育者養成において実習の質的向上を図るために欠かせないのが実習施設と養成校の連携である｡
本学では､実習施設(保育所)は学生自らが探すことを前提としている｡学生が実習に主体的に臨むこ
とをねらいとし､実習を願い出るための電話のかけ方 ･訪問時お願いの挨拶など入学後の4月から実
習のための事前指導を開始している｡具体的には学生が実習受け入れについて各園から内諾を得､大
学へ報告書の提出をもって､改めて大学から依頼状を送付し､実習受け入れの承諾をいただくという
方法をとっている｡しかし本学の意図するところが一方で､実習施設側からすると未熟な学生の対応
に苦慮している姿として予想される｡このように実習の願い出一つをとっても現在は養成校側の一方
的な願いで推し進めている状況がある｡実習施設と継続的な話し合いの機会を持っことで､実習受け
入れ側との共通理解のうえで改善策を見出したいと考えている｡実習施設との連携をとり養成校から
十分な説明を加え､学生への具体的指導を進めていくことは養成校の責務であろう｡またこれまで､
実習受け入れ施設の側から養成校への要望として､実習終了後学生の様子を実習施設にフィードバッ
クすることが求められていた｡実習先での指導 ･学びがその後の学習にどのような効果をあげている
か､実習先での評価が養成校側でどう活かされているかなどは､養成校から実習の成果として明らか
にしていかねばならない課題である｡
今回､上田市公立保育所園長会のご協力を得て上田市児童保育課より示していただいた 『保育実習
生を受け入れるにあたって』また､児童養護施設の現場からは､上田女子短期大学の平成7年度卒業
生で現在､社会福祉法人飯山学園の主任保育士をされている川久保恵 (旧姓 ･久保田)さんより､実
習指導担保育士の立場からご自身の体験を交えて後輩学生に向け綴っていただいた文面 ･資料は､保
育実習に向かう学生にとって暖かで示唆にあふれ､学生が保育者として学ぶ上で大きな指標となるも
のと確信している｡
今後も継続して実習学生への指導をお願いするとともに､子ども達の最善の利益を目指し､大学か
らは養護 ･教育観点からの研究を通じて情報の交換 ･共有を図り､実習指導上の具体的連携をもって
実習教育の成果を上げることを目指したい｡
次代の保育の質的維持 ･向上に寄与するものであることを信じて今後の協力をお願いするものであ
る｡
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【保育実習生を受け入れるにあたって】'
[上田市児童保育課]
上田市の公立保育園では､下記のような保育目標に基づき保育を進めています｡
保育実習生を受け入れるにあたっても､実習生の皆さんに市の保育目標及び各保育園の園目標､方
針などを理解していただいた上で､実習を進めていきたいと考えています｡
Ⅰ 上田市保育目標 r心豊かな子ともJ
あたたかな心のふれ合う人間社会を願って､豊かに伸びていく可能性を内に秘めている子ども
たちが､上田市の恵まれた自然､文化､歴史､社会などの環境の中で､現在をもっともよく生き､
豊かな人間性を育み､望ましい未来を作り出す力の基礎を培うことが保育の目標である｡
このため､保育は家庭 ･地域社会と連携を図り､次の事項を行う｡
(1)十分に養護の行き届いた環境の下にくつろいだ雰囲気の中で､子どもの様々な欲求を満た
し､生命の保持及び情緒の安定を図る｡
(2)健康､安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い､心身の健康の基礎を培う｡
(3)人との関わりの中で人に対する愛情と信頼感､そして人権を大切にする心を育てるととも
に､自主､協調の態度を養い､道徳性の芽生えを培う｡
(4伯燃や社会の事象についての興味や関心を育て､それらに対する豊かな心情や思考力の基
礎を培う｡
(5)生活の中で､言葉への興味や関心を育て､喜んで話したり聞いたりする態度や豊かな言葉
を養う｡
(6)様々な体験を通して､豊かな感性を育て､創造性の芽生えを培う｡
｢心豊かな子ども｣を見とる視点
(1)より良い環境の中で､情緒が安定し生き生き■と育っているか｡
(2)自分なりに精一杯遊び､主体的に活動しているか｡
(3)一人一人を認め合い､共感し､仲間として育ち合っているか｡
Ⅱ 図ごと保育目標の設定
各保育園では､市の保育目標を実現するために､そ.nぞれの園ごとに地域の特色を取り入れた園目
標や各年齢ごとの保育目標を設定し､保育を進めています｡
Ⅲ 指導にあたって
実習生を受け入れるにあたっては､市の保育目標､それぞれの園ごとの園目標､保育園での一日の
生活の流れ､各年齢ごとの発達の違いなどを理解していただいた上で､保育士の仕事､子どもとの関
わり方､保護者との関わり方などを実習の中で学んでいただけるような指導を心掛けています｡
Ⅳ 実習生に望みたいこと
保育園での実習が実り多いものとなるよう､実習に臨む際には下記のようなことを心掛けてはしい
と考えています｡
･目的意識､問題意識をもって実習に参加してほしい｡(実習の中で何を一番学びたいのか｡)
･積極的に子どもたちの中に入っていく姿勢がほしい｡(子どもたちとのふれあいの中で､年齢ご
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との子どもの発達段階の違いなど様々なことを学んでほしい｡)
･現在の保育園では､食青という考え方が重要な位置を占めており､食事に対してももっと関心を
もってはしい｡(食生活の変化等に伴い､子どもの成長にとって､食事の占める割合が大変大き
くなってきており､上田市でも､保護者を含めた食事指導に力を入れています｡)
･子どもを取り巻く環境､親の考え方の変化等の社会情勢の動きにも日頃から関心をもっよう心掛
けてはしい｡(最近の保育園は､様々な環境や考え方の中で育てられている子どもが多くなって
きているため､子どもや保護者を理解するために必要なことだと考えています｡)
Ⅴ 実習生を受け入れて
実習生の皆さんは保育の現場を実際に経験することで､子どもを知り､親を知り､子どもとの関わ
り方､保護者との関わり方などを学ぶとともに､日々の子どもの成長を目の当たりにして､保育士と
いう仕事の素晴らしさを感じていただいていることと思います｡
一方､各保育園の園長以下保育士にとっても､実習生への指導や話し合いを通して､今までの自分
自身の保育を改めて見直す良い機会となっています｡
今後も､実習生の皆さんが実習の目的を十分達成できるようお手伝いをするとともに､実習での経
験を生かし､将来､保育士として保育園現場で活躍していただけることを願っています｡
保育園実習資料 (参考)
Ⅰ 保育園とは
児童福祉法の理念のもとに設置された乳幼児のための施設です｡
日々保護者の委託を受けて､保育に欠ける乳幼児を保育することを目的としています｡
乳幼児が､心身共に健やかに安定感をもって活動し､豊かな人間性を育むために養護と教育を一体
化して行っています｡
Ⅱ 保育の基本
保育の内容構成は養護と教育の2つに分かれる｡
1.養護の機能
(1)養護の目的
子どもたちが安心して生活する場を与えること｡
(2)養護の活動
大人が子どもにする活動である｡親や保育士がする活動である0
(いわゆる 『世話をする』という活動)
(3)養護の内容
①健康を守る｡(保健衛生 ･疾病防止など)
(卦安全を守る｡(生命の保全 ･安全な生活など)
③情緒を安定させる｡(精神的欲求･生理的欲求を満たす)
2.教育の機能
(1)教育の目的
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人間形成の基礎を培う｡望ましい未来を造り出す力の基礎づくりに向けて､心身の発達の支援
をー行う｡
(2)教育の活動
活動の主体は子どもたちである｡保育者は子どもの自主性を育てるよう援助する立場にある｡
(3)教育の内容
子どもの側面より5領域が設定されている (3歳以上児)
･『健康』『人間関係』『環境』『言葉』『表現』
･未満児は発達上の特性から5領域を明確に区分することは困難である｡
･領域は保育計画の立案上の概念規定で､子どもの活動は領域だけに限られるものではなく､
組合的に発展していくことが望ましい｡
･5領域は､子どもを観る視点でもある｡
【例】 『人間関係』･･････人と関わる力を見る｡
『環境』･････-･･･ものと関わる力を見る｡
※ 『自分で関わる』ことの大切さ
人や物 ･自然と関わる力が大切であり『自分から関わる力』を育てることは､今後の保育の中心
課題である｡
Ⅲ 子どもの発達の援助
各年齢の一般的な発達を押しつけることなく､個々の子どもの発育や発達の課題に十分留意して保
育を行う｡
(1)子どもはそれぞれ成長に伴い､人との相互作用や体験を通して情緒や道徳･知的発達･自己主張･
自己抑制等を学ぶ｡
(2)発達に応じた適切な刺激と援助が必要である｡
保育士は子どもの生活や遊びを共にする中で､個々の子どもの心身の状態をよく把握しながら､
その発達の援助を行うことが必要である｡
(3)子どもの主体的活動の中心となるものは遊びである｡
Ⅳ 実習の方法 (留意点)
(1)観察の視点をはっきりもって参加する｡
(2)個々の子どもの成長､発達の過程が違うので､個々の子どもの発達の特性を理解し､優劣をつけ
ない｡
(3)常に子どもの立場に立って考える｡
(4)子どもの自主性を尊重し､子どもを指導するような姿勢をとらない｡しかし､基本的生活習慣､
けじめ等はしっかり身につけるようにする｡
(5)幼児期は理屈ではなく､肌を通して体験して学んでいく｡
(6)思いやりの心､温かい心で接する｡子どもは自分がしてもらったことにより､思いやりの気持が
わかっていく｡
(7)保育室内外をよく観察し､保育環境のあり方を理解する｡
(8)一日の生活の流れについて､およそ理解する｡
(9)できるだけ各年齢の子どもに接して､子どもの大体の様子､発達の程度を把握する｡時を見て自
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分の担当外のクラスを見るのもよい｡
80)給食に関心をもつ｡子どもの食事を考えた時､保育の中で給食のもっ意義が大きい.
㈹平常の生活リズムを乱さないように配慮する｡参観者が多いと子どもは不安定になりやすいので､◆
情緒の安定を図れるように心がける｡
uカ保護者との対応 - あいさつをする｡聞かれたら実習にきていることを話す.
q3)質問はまとめておいて話し合いの時にする｡
44)朝の会に参加して､その日の計画を知る.
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